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図１２ 国内のインフルエンザワクチン製造量の推移 
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平成19年3月9日現在

※未使用量には、返品数と流動在庫が含まれる。

 
(7) 国内メーカーの収益は、国内に供給したワクチンの売り上げによるものがほと

んどであり、輸出や外国企業との提携販売による外国から収益の割合は少ない。

後述するように、日本では承認されていない外国由来のワクチン、また、新開

発ワクチンのパイプライン（企業が開発中の新薬候補化合物の総称）の状況に

おいて外国由来のワクチンが国内市場に登場する機会も今後増加することも

予想される。他の医薬品と同様に近年の外国メーカーのグローバル化の進展に

より、既に他の医薬品では全新薬に占める外国開発品等の医薬品の割合が増加

しており、外国における新ワクチンの開発の進展を考えれば、国内のワクチン

市場においても、これと同様に国内企業と外資との競争が激化すると予測され

る。 

図１３ 国内市場における外国品目の割合 
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黄熱病ワクチンや国家買上げ分の売り上げを除く。
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